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問	戦後80年の節目において平和教育の充実が
必要であると思うが、当町においてどのような取
組みをしているのか伺いたい。

答	学習指導要領にもとづき町内の小中学校では、
国語や社会、道徳などの授業で、発達段階に応じ
た平和教育を実施している。具体的には、戦争に
関する文学作品の学習、戦争と人々の暮らしにつ
いて考える授業、さらには戦争体験者の遺族から
話を聞く機会などを設けている。
�　今後も戦争の悲惨さや平和の尊さを理解し、平
和な社会の実現について主体的に考えることがで
きるよう、平和教育の充実に努めていきたい。
	 	 （町長・教育次長）

問	かねてから老朽化が問題視されているが、建
て替えは待ったなしの状況だと考える。具体的な
着工の目途は立っているのか。町の見解を問う。

答	給食センターの老朽化については、懸案事項と
してずっと考え続けており、待ったなしの状況であ
ることも把握しております。これまで、建て替え財源
の目途が立たない中でも、エアコンの設置できな
い調理室の環境改善のために、スポットクーラー
を設置したり、また、調理設備の修理や買い替えを
する等、この10年間でおよそ１億円をかけて、可能
な限りの対策をしてまいりました。
　しかし、ようやく町の財政も改善されてきたこと
から、給食センター建て替えについても具体的な
話を進めております。
　給食センターの建て替えには、補助金を活用し
て実施したいと考えております。あわせて、民間と
協働することによって支出を減らすことはできな
いか等を検討しております。また、用地も用意して
あることから、早急に着工できるよう調整を図って
まいります。
　なお、現状、調理設備が老朽化していることから、
故障により給食の提供がストップしてしまうリス
クも想定し、緊急時における近隣市町の給食セン
ターへの協力要請も指示いたしました。
　また、「給食センター建て替え委員会」を今まで
設置していなかったことから、今後、そのような委
員会を設置し、さまざまなご意見を取り入れていく
べきだと考えております。
　子どもたちに安全な給食を提供できることを最
優先に、なおかつ、なるべく維持費のかからない経
費削減の方法を検討しながら、給食センターの建
て替えについては、最短でできるよう対応してまい
りますので、ご協力をお願いいたします。
	 （町長）

問	昨年の６月定例会においても自治体の業務効
率化・行政サービスの質の向上に向けた生成ＡＩ
の活用についての質問を行ったが、その後どのよ
うになっているのか、今後の取組について伺いた
い。

答	現在、起工式、竣工式等の式典挨拶や海外姉
妹都市交流での挨拶文の作成、職員採用ポスター
の作成などに生成ＡＩを活用している。あわせて、
法令の適用関係などを整理した資料の作成にも用
いるなど、より多くの用途に活用している。
�　今後、より効果的に生成ＡＩを活用するため、
関連の補正予算案を提出している。
�　今後の展望として、ＡＩを有効に活用するため
には、まず職員全体、特に幹部職員への研修が不
可欠であり、ＡＩ教育が進んでいるエストニアを
議員と共に視察し、町の未来への投資として、子
どもたちへのデジタル教育を強化していきたい。
	 	 （町長・総務部長）
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